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新エネルギー委員会のお知らせ(第２９８回) 

 

日 時 平成２８年４月５日（火）午後１時半～４時 

場 所 衆議院第一議員会館 地下１階 第６会議室 

    千代田区永田町２－２－１ 

    ◆国会議事堂前駅（丸の内線・千代田線）①番出口より２分、永田町

駅（有楽町線・半蔵門線）①番出口より下車５分。当日、午後１時

より、議員会館玄関にて、通行証を差し上げます。その時刻前に到

着された方は、恐縮ですが、受付脇のロビーにてお待ち下さい。会

議開始後にお越しの方は、受付に「第６会議室に行きたい」旨お伝

え下されば、お迎えに参ります。 

 

議 題  １、最近の再生・新エネルギーについて想う 

        挨拶 中島稔新エネルギー委員長 

       ２、三次元物理探査船「資源」の活動・調査結果について 

        解説 資源エネルギー庁 石油・天然ガス課 斉藤秀幸課長補佐 

     ３、『新エネルギー関連ニュース NO.１５４』 

      解説 中島稔新エネルギー委員長 

    

報 告  去る３月３日開催の第２９８回新エネルギー委員会は、中島稔新エ

ネルギー委員長が議長を務め行われました。 

 まず、中島稔委員長より「最近の再生・新エネルギーについて想う」

と題してお話がありました。４月から電力自由化がはじまる。日本で

は近年、事業向けで４０％、家庭向けで２５％も電力料が上昇してお

り、自由化による価格の低下の期待が高まっている。すでに１０００

社以上が参入を表明しているが、電圧が不安定になったり、停電した

りするリスクがあることを認識しておくべきだ。そこで、いま急いで

契約するのではなく、よく事業者を見極めた上で、８月以降に決めた

方がいいのではないかと考えている。 



 

 

 

 

 

 次に、東京大学大学院工学系研究科の杉山正和准教授より、「太陽光エネル

ギーで世界最高効率の水素製造技術」と題して解説がありました。現在水素は、

主に化石燃料から生成しているが、将来的には再生可能エネルギーで水を電気

分解して生産していくのが望ましい。その水素利用のモデルは２つある。１つ

目は、太陽電池や風力発電でつくった電力で水電解セルによって水素をつくる

方法。これを貯蔵しておいて、発電できない時間帯に水素で発電するシステム。

住宅地や工場などで電気を自給自足するものだ。２つ目は、再生可能エネルギ

ーの適地で水素を製造して、エネルギーの消費地へ運ぶ方法。こちらは世界規

模のエネルギーシステムとなる。先生のグループが開発したシステムは、高効

率な集光型太陽電池と水電解セルを直接接続して水素を生み出すもので、どち

らのモデルにも適合する。太陽電池の出力と電解セルのバイアスの最適値で接

続することなどにより、２４．４％という世界最高の高効率によるエネルギー

変換を実現した。今後は、化石燃料由来の水素のコストとの戦いになる。太陽

電池用素子の効率アップやエネルギー損失が少なく長寿命な水電解装置の開発

により、５～１０年ほどの間には、コスト面でも化石燃料由来に対抗できるよ

うになると考えている。 

 次に、中島稔委員長より『新エネルギー関連ニュース№１５３』の解説があ

りました。今回は、〇風力熱発電に期待。風力から熱をつくり溶融塩として蓄

え、その熱でタービンを回して電気をつくる。一定ペースで発電機に熱を供給

できるので安定した発電が可能。〇国内の風力発電能力が、２年連続の２０万

キロワットの新設により、３１６万キロワットに。〇資源エネルギー庁はメタ

ンハイドレートなどの地質サンプル取得のため、掘削調査を実施。〇岩手の漁

港で波力発電が今夏稼働へ。などの解説があり、一同大いに勉強になりました。 
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